
県内医師の現況等について 

１ 医師の偏在 

○ 県内医師数は増加傾向にあるものの，研修環境や生活環境等から，その増加は都市部等

に集中しており，地域間の医師の偏在は拡大している。 

   県内には，無医地区が県北部を中心に 54 地区（Ｈ26 調査）あるなど，過疎地域における

医療の確保は，その提供体制の維持を含めて大きな課題であり，ニーズに応え・地域を支

える医療人材の確保と育成を継続して進めていく必要がある。 

○  診療科別では，小児科等の医師数（人口比）が全国平均を下回るなど，様々な疾患等に

応じて適切に質の高い医療が受けられる提供体制を担う専門科医の確保・育成も求められ

る。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

診療科 
県内 人口比（10 万対） 

診療科 
県内 人口比（10 万対） 

医師数 広島県 全国 全国との差 医師数 広島県 全国 全国との差 

内科 2,758 96.5 88.2 8.3 耳鼻咽喉科 226 7.9 7.2 0.7 

外科 803 28.1 21.9 6.2 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 46 1.6 1.9 ▲ 0.3 

産科・産婦人科 244 42.2 42.9 ▲ 0.7 放射線科 150 5.2 5.1 0.1 

小児科 365 96.6 104.9 ▲ 8.3 麻酔科 217 7.6 7.2 0.4 

皮膚科 209 7.3 7.1 0.2 病理診断 29 1 1.5 ▲ 0.5 

精神科 370 12.9 12.2 0.7 救急科 57 2 2.5 ▲ 0.5 

泌尿器科 138 4.8 5.5 ▲ 0.7 形成外科 41 1.4 2 ▲ 0.6 

脳神経外科 194 6.8 5.8 1.0 臨床検査 13 0.5 0.5 0 

整形外科 529 18.5 16.6 1.9 
 

 

 

 

【医師数】 H22 H24 H26 H28 H28-H22 

広島県 6,748 6,992 7,145 7,224 ＋476 

 過疎地域 
（10市町） 463 460 464 457 -6 

その他 6,285 6,532 6,681 6,767 +482 

 

【人口比】 H22 H24 H26 H28 H28-H22 

広島県 235.9 245.4 252.1 254.5 +18.6 

 

過疎地域 
（10市町） 177.1 181.4 188.7 190.5 +13.4 

その他 241.8 251.7 258.2 260.4 +18.6 

全国 219.0 226.5 233.6 240.1 +21.1 
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資料５－２ 

【県内医師数の推移（医療施設従事医師数）】 【県内医師数の推移（人口 10 万対）】 

※過疎地域：管内全域が過疎法指定されている 10 市町 
（三次市，庄原市，府中市，安芸高田市，江田島市，安芸太田町，北広島町， 
大崎上島町，世羅町，神石高原町） （厚労省「医師・歯科医師・薬剤師調査」） 

（Ｈ26 年度無医地区等調査） 

【二次医療圏医師数の推移（人口 10 万対）】 【無医地区数】 

県内５４地区 

※無医地区：概ね半径４㎞の区域内に５０人以上が居住している地区で 
医療機関が無く，かつ，容易に医療機関を利用することが 
できない地区 

（人） 

（人） 

（人） 

・内科：内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・腎臓内科・神経内科・ 
糖尿病内科・血液内科・アレルギー・リウマチ・感染症内科 の計 

・外科：外科・呼吸器外科・心臓血管外科・乳腺外科・気管食道外科・消化器外科・ 
肛門外科・小児外科 の計 

（注）算出基礎人口は，住民基本台帳人口（H29.1.1）による。 

  「産科・産婦人科」は，15-60 歳未満助成人口との比較による。 
 「小児科」は，0-15 歳未満人口との比較による。 

※Ｈ28「医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚労省）から広島県作成 

【県内医師数（主たる診療科別）】 
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２ 若手医師の減少 

○「初期臨床研修制度」の開始（H16 年度）以降，研修内容等が充実している大都市部に研修

希望者が集中した影響により，県内の若手医師数は減少している。 

近年は，臨床研修医（～2 年目）の県内就業が回復傾向にあるが，将来の県内医師数の減

少（高齢医師の退職者増）が懸念される。 

○ 県内には，医師養成機関が広島大学のみであり，臨床研修医等の若手医師の確保は大き

な課題である。 

臨床研修修了後は同じ地域で勤務する医師が多い傾向があり，臨床研修医や専攻医の県

内就業が，後の定着にもつながることが大きく期待されるため，県外からの誘致を含めた

研修医の確保・就業促進が，将来の県内医療体制を維持するためには重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H28 年度） 

男性 女性 計 
合計 39歳 

以下 
40～64 
歳 

65歳 
以上 

39歳 
以下 

40～64 
歳 

65歳 
以上 

39歳 
以下 

40～64
歳 

65歳 
以上 

 
広島県 

（構成割合） 
1,247 3,324 1,244 607 673 129 

 
1,854 
（26%） 

 
3,997 
（55%） 

 
1,373 
（19%） 

 
7,224 

（100%） 

  
  
  
  
  
  
  

 広島 710 1,705 590 370 394 75 1,080 2,099 665 3,844 

広島西 61 180 69 39 32 6 100 212 75 387 

呉 139 357 138 62 58 13 201 415 151 767 

広島中央 55 217 81 22 46 11 77 263 92 432 

尾三 78 273 112 32 49 6 110 322 118 550 

福山・府中 155 487 214 69 87 17 224 574 231 1,029 

備北 49 105 40 13 7 1 62 112 41 215 

全国 62,651 133,967 43,836 29,952 29,754 4,599 
 

92,603 
（30%） 

 
163,721 
（54%） 

 
48,435 
（16%） 

 
304,759 
（100%） 

（H28 年度「医師・歯科医師・薬剤師調査」の特別集計（厚労省提供）） 

 

 

 

 

 

（厚労省「医師・歯科医師・薬剤師調査」） 

【県内医師数（圏域・性別・年齢別）】 

【県内医師数の推移（年齢構成別】 
（人） 

▲101 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出身

地 
出身大学 

臨床研修病院 

(全て県内) 

卒後３年目勤務先 

(専攻医としての勤務先) 
人数 計 

県内 

県内 
広島県内 

（県内出身：91 人） 

県内 ４５人 

●県内就業 

 110 人（80％） 

 

●県外へ転出 

  27 人（20％） 

県外 ２人 

県外 
県内 ３８人 

県外 ６人 

県外 

県内 
広島県内 

（県外出身：46 人） 

県内 １５人 

県外 ５人 

県外 
県内 １２人 

県外 １４人 

（広島県地域医療支援センター「専門研修プログラム選択に関するアンケート調査」（Ｈ30 年度）） 
    

３ 女性医師の増加等 

○  医師業務は夜間勤務や長時間勤務が多く，育児・介護等を担うことの多い女性医師は，

仕事との両立が難しいことを理由に離職に至るケースも発生している。また，一度離職す

ると，医療の知識・技術は日進月歩で進むため，医療現場に戻りづらいという業務の特殊

性も影響している。 

○  県内の医師確保対策を推進していく上では，勤務の内容や環境による影響が大きい女性

医師をはじめ，若手医師，高齢医師等を含めて，個別の就労相談等のきめ細やかな対応・

支援の重要性が高まっている。 
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【県内医師数の推移（男女別）】 

【臨床研修終了後の勤務先】 

（厚労省「医師・歯科医師・薬剤師調査」） 

（医師臨床研修マッチング協議会調べ） 

【臨床研修マッチング者数の推移（県内）】 

（H15） 
制度前 

H30 H25 H20 

（人） 



４ 第７次県計画（Ｈ30～）・医師確保対策に係る取組状況 
 

区分・内容 取組状況（Ｈ29・30 年度） 

●医師の育成 

①自治医大，奨学金による医師育成 

②大学医学部寄附講座の設置 

① 県育成医師の新規就業（臨床研修開始） 

Ｈ30：21 人，Ｈ31：25 人 

②地域枠医師のキャリア支援，セミナー等開催 

● 医師の確保 

③ 初期臨床研修医の確保 

④求職者・求人者間の斡旋 等 

③研修病院の情報発信，レジナビ等への参加，

指導医講習会受講支援 等 

（臨床研修マッチング者数⇒下記） 

④地域医療支援ｾﾝﾀｰ就業斡旋成立件数 

Ｈ29：16 件（県外から 8），Ｈ30：19 件（〃11）  

● 医師の偏在解消・適正配置 

⑤県育成医師の配置調整 

⑥産科医等の確保支援    等 

⑤中山間地域医療機関の配置（自治医大，奨学金） 

Ｈ30.4：34 人，Ｈ31.4：43 人 

⑥分娩手当等助成 

Ｈ29：47 機関，Ｈ30：46 機関 

● 女性医師の就業環境の整備等 

⑦仕事と育児の両立が図られる環境支援 

（育児短時間勤務，院内保育助成 等） 

⑦育児短時間勤務実施助成 

Ｈ29：24 機関，Ｈ30：21 機関 

⑦院内保育所運営助成 

Ｈ29：43 施設，Ｈ30：42 施設 

● 県内への定着促進 

⑧新専門医制度への対応 

⑨中山間地域等での人材育成支援 等 

⑧研修プログラム情報発信，関係会議開催 

専攻医新規登録者の県内就業 

Ｈ30：163 人，Ｈ31：151 人 

⑨芸北，備北，東部における広域的人材育成 

（合同研修の開催等）支援 

 

 【目標（成果指標）】 

指標 
現状値 

（計画策定時） 
目標値 H30 実績等 

10 万人当たり 

医療施設従事医師数 

（H28） 

254.6 人 

（H34） 

264.6 人 

※R1.12 月頃判明 

（H30 厚労省調査） 

過疎地域の 10 万人当たり 

医療施設従事医医師数 

（H28） 

   190.5 人 

（H34） 

   203.4 人 
〃 

30 歳代までの 

医療施設従事医師数 

（H28） 

   1,854 人 

（H34） 

  1,977 人以上 
〃 

初期臨床研修医の 

マッチ者数 

（H20‐29 平均） 

   156.5 人 
(毎年)181 人 

(H29）188 人 

(H30）178 人 

自治医大卒業医師 

県内定着率 

（H28） 

       70.5% 

（H35） 

       75.0% 

(H31.4 時点） 

71.6%   

ふるさとドクターネット広島 

登録者数 

（H28） 

    2,297 人 

（H35） 

    3,137 人 

(H30 末時点） 

2,829 人 

短時間正規雇用による 

女性医師数（支援医師数） 

（H28） 

   延 80 人 

 

  延 80 人以上 

(H30 実績） 

  延 155 人 

 


